
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 
 
注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 
 
提案グループ名 

（25字以内） 
いちょう坂商店街カフェ 

現在の主な活動

内容・活動実績 

商店街として、自治会と一緒にホコテンイベント・ハロウィンイベント・イ

ルミネーションなどを実施し、多くの来場者がある。今年は新たに七夕縁日

ややきそば大会も実施。 

提案場所 
   港南区 丸山台 3丁目  

提案名 

（25字以内） 
集い・学び・楽しむ。カフェで助け合いの輪をつくる。 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

商店街にある空き店舗を活用し、多世代が気軽に立ち寄れるコミュニティ

カフェを整備します。 

<多世代が利用しやすい居場所を作ります> 

授乳やおむつ替えが出来るスペース、飲食できる場所の確保、展示用の棚

（壁に飾り棚など）、軽食提供ができるキッチン、壁紙や床の貼り替え、トイ

レの新設等をします。 

<出入口を整備します> 

道路から玄関までに段差があるため、スロープを設置します。また、商店

街が坂になっている為坂の途中の休憩場所にもできるようベンチも設置しま

す。 

整備費用の概算額：約 500 万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

・週３～４回カフェを開き、おにぎりなど軽食を提供します。カフェの開店

日以外はレンタルスペースやチャレンジスペース（子供の職場体験）とし

て貸し出していきます。 

・小さなことでも相談できるような場所にしていきます。カフェには自治会

や商店街など地域に詳しい人がいられるようにし、行政などからのお知ら

せなど情報発信の中心となっていきます。 

・子育て世代に向けて、お母さん同士の憩いの場になるようお話し会を企画

していきます。 

・シニア世代の健康づくりのお手伝いとして地域内で開業している内科医の

協力も頂き、健康相談などを行っていきます。その他、商店街の人が自分

達の技術をレクチャーできるワークショップを実施します。 

・宮城県大崎市のお米や季節の野菜や果物などを常時販売します。港南区と

交流のある大崎市と地域単位でも交流を深めていきます。 

一人暮らしの高齢者などコミュニティに参加しづらいと思っていた方が気軽

に立ち寄れるような、行きやすく、話しやすい居場所作りを目指します。 

提案の背景（な

ぜ 提 案 を す る の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

・今、丸山台には気軽に集える場所がなく、多世代に向けて情報発信ができ

るカフェ運営を目指そうと思いました。空き店舗が増えることは大変寂し

いことでもあり、今回店舗オーナーのご理解も頂けたことから一歩踏み出

してみようと思いました。 

・高齢化が進み、助け合いを希望する人が増える一方、支える側の担い手が

不足しています。若い世代に関心を持って頂き、将来の担い手となって頂

けるよう、カフェを通じて交流をしていきたいと思います。 



・自治会のまちづくりガイドラインの運用で安心・安全で緑豊かな住環境は

維持されています。しかしコロナ禍以降、人と人との交流が改めて大事で

あると感じており、多世代が集える居場所を作っていきたいと思いまし

た。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

希薄になりつつある、人と人との繋がりを戻し、困った時に気軽に相談がで

き、一人で悩まず地域みんなで解決策を考えていける場所を作りたいと思い

ます。 

丸山台は、市営地下鉄の駅があり、駅前にはショッピングセンター、商店

街、医療施設も充実している地域です。地域内には小学校や中学校、少年野

球場や複数の公園もあり、大変環境に恵まれた地域であります。また丸山台

いちょう坂商店街はチェーン店ではない、個人経営のお店が多いのが特徴で

す。ただ現在は地域の方々と商店の人との関わりはさほど多くはなく、カフ

ェを通じて身近な存在として頼って頂きたいと思います。その結果「人にや

さしく、住みやすい」と感じて頂ける地域にしていきたいと思います。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

商店街には金物店や建設会社、リフォームショップもあり、また地域住民の

中には元大工さんもおり、ボランティアとしてご協力も頂きながら、出来る

範囲で整備や棚づくりなどを行い、経費節減に努めます。 

また、改修資金もまち普請事業だけでなく、自治会や商店街からの支援も

お願いしていきます。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

日々の運営には発起人であるメンバーの他にPTAのママさんにも協力して頂

きます。広報活動には自治会にも協力を頂き、回覧や掲示をしていきます。 

7月に開所する上永谷駅前地域ケアプラザにも情報発信のお手伝いをお願い

していく予定です。そして今後の運営を長期的に維持していくためにも常時

ボランティアを募り、仲間を増やしていきます。 

また商店街会員の協働でカフェ独自の商品を開発し、カフェでの販売やネ

ット通販などで資金を集めるようにしていきます。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

いちょう坂商店街は100店舗以上の会員数であり、地元自治会も1900世帯の大

きな自治会です。この二つが様々なイベントや地域内の課題について連携で

きているのが心強いと思います。また、最近、外国人の方も増えてきてお

り、地域の人とのコミュニケーションを希望されているため、カフェを通じ

てお互いの文化を理解し、友好を深めていきたいと思います。 

 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 
 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

土地建物所有者 まち普請コンテスト期間の説明や改修内容をご

説明し、ご理解頂きました。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 
 
☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



 

 

 

 

 

 

 

整備場所 

港南区丸山台 3 丁目 

いちょう坂商店街 

位置図 
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活用イメージ図
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